2021年10月１０日伝統文化芸術振興事業開催企画への思い

NPO法人、夢庵の会では、茶道を中心にそれらにまつわる伝統文化芸術を多くの方に知って頂き体感出来る企画、制作、運営を実施しております。
伝統文化芸術を身近な存在に感じて頂き自分自身も伝統文化芸術に関わってみたいと思って頂ける方を一人でも多く増やしていく活動をしています。
伝統文化芸術が存続する事は人の心が豊かになり人生の選択肢も増え、生き生きとした人生を歩む一助となり、体の健康にも繋がると考えています。
世界保健機構ＷＨＯでは健康とは心身共に健全をうたっております。
心身共に健全な方々が多くなる事は健全な社会が育まれ社会平和となり世界平和へと繋がると考えています。
又、伝統的職業に携わっている方々への社会貢献や経済効果を上げる事が出来ます。更に匠技が消える事なく次世代へ繋がる事は、伝統文化芸術の灯も存続出来る事に繋がります。伝統文化芸術の匠技も全ての経済の輪の中に入っています。

伝統文化芸術、匠技が途絶えたならば復元は大変困難な状況に陥ると考えられます。
今現在に脈々と継承されて来た伝統文化芸術の消滅を防ぐ為にもNPO法人、夢庵の会は活動を続けてまいります。

以上の理念の元に此の度11月28日(日曜日)に上野東京国立博物館の九条館、応挙館、六窓庵、転合庵、春草廬をお借りして伝統文化芸術の振興を図りたいと思います。
上記施設に於きまして伝統文化芸術を伝承されて来られた方々から参加者の方へ伝統文化芸術について伝えて頂き参加者の皆様の理解が深まり日本の伝統文化芸術を守って行きたいと思ってくれる人口を増やして行きたいと考え活動してまいります。

又、今回の収益金は社会福祉法人「愛の子作業所」(埼玉県おおみや市の知的障害者自立支援施設)へ御寄付させて頂きます。
今現在だけでの施設では充分な支援が出来ない為、第4愛の子作業所を新設しておりますが資金的に困窮状態の為に愛の子作業所自体でも3000円2万人活動を実施しております。

愛の子作業所は独りぼっちの障害者を出さない為、障害の重度、軽度、又は種別を問わず地域のなかで労働、生活、文化、経済、その他のあらゆる場面で機会を得て障害者も一人の人間として自立して行けるよう支援して行くという理念の元、各事業の運営を行なっています。

NPO法人夢庵の会といたしまして第4愛の子作業所建設の一助となれましたら喜ばしい事と考えます。

施設で一人でも多くのお子様が自立され経済的、文化的に豊かな人生を歩まれる事を願います。


